





鉄鉱石（砂鉄も含む）と鉄浮については，原則として15成分（T.Fe,Si02, Ah03, MgO, Ti02, 
MnO, CaO, KzO, Na20, P, S, Cu, V, M.F巴， FeO,Fe2Q3）を対象とし，分析した。鉄につい























試料O.Sg を秤りとり，塩酸20m€，硝酸3m€，硫酸（ I 十 I) 15m€で加熱分解し，ろ過後，ろ液は
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I) 1:本；l業規絡JI S M 8212他
2) 1本工業規栴JI S M 8213参考法
写真2 走査型電子顕微鏡反射電子像による鉄淳の観察
左 ：二次電子像，右 ：反射電子像
3) 1- ;j三工業規絡JI S G 121 l他
/j':平研究川!liJと調千Fの内容



















































































写真3 歴史資料専用X線CT (CTH88!) 写真4 歴史資料専用X線CT (CTH88！）によ
左 ：X線照射室，中央 ：コンピュータ， る製錬i宰の測定結果と CT値分布
右 ：コンソール








































1）田口 勇「X線CTによる歴史資料の非破壊分析j （『日本文化財化学会会報』 17,16, 1989）。


















Na ナトリウム 乱1g マグネシウム Al アルミニウム
Si ケイ素 s イオウ Cl 塩素
K カリウム Ca カルシウム Sc スカンジウム
Ti チタン v ノfナジウム Cr クロム
恥1n マンガン Fe 2失 Co コノfルト
N ニッケル Cu 長岡 Zn 亜鉛
Ga ガリウム As ヒ素 Se セレン
Br 臭素 Rb ルピジウム Sr ストロンチウム
Zr ジルコニウム Mo モリブデン Ag 銀
Cd カドミウム In インジウム Sn スズ
Sb アンチモン Te テルル I ヨウ素
Cs セシウム Ba バリウム La ランタン
Ce セリウム Pr プラセオジム Nd ネオジム
Sm サマリウム Eu ユウロビウム Tb テルピウム
Dy ジスプロシウム Yb イッテルピウム Lu ルテチウム
Hf ハフニウム Ta タンタル w タングステン
Ir イリジウム Au ノ立＼L. Hg 水銀

































14N + n → 14c + P 
この放射性炭素は半減期5730年でr崩壊し，次式に従って14Nになる。



















-1 : 1•C の壊変定数
C。：生きていたときの生物中の放射性炭素濃度
c，：死んでから t年後の生物中の放射性炭素濃度
ただし，歴史資料の場合は，これまでのデータとの整合性をとるために， Libbyが用いた半減
期， 5570年によって計算を行い，かっ「1950年から逆算して何年前にさかのぼるかjという表示
法（B.P.(B巴for巴Pr巴sent）表示）によって年代を表すことが一般的に行われている。この場合は，数
値とともに，「歴史年代」であることを標記する。
また，実年代を算出する必要がある場合には，補正を施すこともある。すなわち， Libbyによる
方法では，大気中の1•c;12c比は時間的・空間的に一定であるという仮定に基づいているが，現在
では，太陽活動の影響でこの比が時代によって変動していることがわかっているので，それを考
慮するわけである。この変動は必ずしも周期的なものとは限らないので，補正を行うためには測
定値と誤差の値に応じて細かく作製された対照の一覧表が必要である。
炭素試料中の放射性炭素濃度を求めるには大きく分けて2つの方法がある。放射性炭素が放出
する F線強度の測定から求める方法と，加速器などを使用した質量分析法によって1•c;12c 比を直
接測定する方法である。前者の方法は測定装置が比較的安価で、あるためこれまではよく行われて
きたが，大量の試料（炭素量にしてlg）が必要であること，測定に時間がかかること，炭素をア
セチレン，メタン，ベンゼンのような化学形に変えるなど，測定操作が煩雑で熟練を要するこ
と，などの短所がある。一方後者の方法は，試料量が少なくてよく（炭素量にして2～3mg），測定
は比較的短時間で行われ 試料は無定型炭素の形にすればよいので複雑な化学操作を要しない
が，装置がきわめて高価である。本共同研究では後者の方法を採用し，加速器質量分析法によっ
て放射性炭素濃度を測定したO 装置は，東京大学原子力研究総合センターのタンデム型加速器質
量分析装置および名古屋大学アイソトープ総合センターのタンデトロン加速器質量分析装置を使
用した。測定対象は鉄器，鉄i宰，木炭である。特に，鉄器の年代測定を行うのはこれが初めての
試みである。
鉄器からの炭素の抽出は次の方法による。まず，鋳鉄など，炭素量が多く，組織中に片状黒鉛
が認められた試料では，試料片を6N塩酸中で加熱して金属部分を溶解し，残った炭素を蒸留水で
洗浄した後に乾燥し，放射性炭素濃度の測定を実施する。酸溶解後の試料中に，ケイ酸塩など，
炭素以外の成分が残っている場合には必要に応じてフッ化水素酸による処理を行う。また，鋼な
に炭素量が少なく，組織中に片状黒鉛が認められない試料は，試料片を酸素気流中で高周波加
熱して燃焼させ，発生した二酸化炭素を捕捉し，精製後，金属マグネシウムによる還元を行い無
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定型炭素の形に変えて，分析を実施する。
鉄淳の年代測定は，鉄i宰中に存在する木炭の小塊を採取して，分析を行う。遺跡内で採取され
た木炭と，鉄i宰中に存在していた木炭とは，いずれも以下の方法で前処理をする。すなわち，外
部からの汚染や炭酸塩を取り除くためにIN塩酸， 0.2～1.2N水酸化ナトリウム溶液， lN塩酸でJil買
次処理してから蒸留水で十分に洗浄し 加熱乾燥して放射性炭素濃度の測定を行う。
加速器質量分析装置を使った放射性炭素年代測定法においては 実際に測定可能な年代は約6万
年前までとされている。測定誤差は±50～土100年程度である。
（粛藤努）
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